
目

次

担

当

課

（

室

）

発

行

岡

山

県

○

職

員

の

高

齢

者

部

分

休

業

に

関

す

る

規

則

〃

○

期

末

手

当

及

び

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

〃

目

次

担

当

課

（

室

）

部

を

改

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

`
【

規

則

】

○

岡

山

県

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

施

行

人

事

課

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

税

務

課

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

看

護

学

生

奨

学

資

金

貸

与

規

則

の

一

部

医

療

推

進

課

を

改

正

す

る

規

則

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

訓

令

】

○

岡

山

県

職

員

服

務

規

程

の

一

部

改

正

人

事

課

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

岡

山

県

土

木

関

係

手

数

料

徴

収

条

例

に

基

づ

き

建

築

指

導

課

知

事

が

定

め

る

建

築

物

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

性

能

基

準

等

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

【

人

事

委

員

会

】

○

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

及

び

休

暇

に

関

す

る

人

事

委

員

会

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

〃

改

正

す

る

規

則

岡

山

県

公

報

平成２９年３月２１日 号 外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
二
号

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
現
実
に
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
期
間
に
該
当
す
る
期
間
）

条
例
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
現
実
に
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
期

第
二
条
の
二

間
に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
る
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
岡
山
県

条
例
第
六
号
）
第
七
条
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
高
齢
者
部
分
休
業
を
し
た
期
間
に
お

け
る
各
月
（
現
実
に
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
要
す
る
日
の
あ
つ
た
月
を
除
く

）
ご
と
に
そ
の
者

。

の
休
業
時
間
（
同
条
例
第
四
条
に
規
定
す
る
休
業
時
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

）
。

を
そ
の
者
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
（
同
条
例
第
三
条
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受

。

。
）

け
て
い
な
い
と
し
た
場
合
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
い
う

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

で
除
し
て
得
た
数
を
合
算
し
た
月
数
に
相
当
す
る
期
間
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
月
の
中
途

に
お
い
て
休
業
時
間
又
は
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
月
に
お
け
る

そ
の
者
の
休
業
時
間
の
う
ち
最
も
短
い
時
間
を
当
該
月
に
お
け
る
そ
の
者
の
休
業
時
間
と
し
、
そ
の

月
に
お
け
る
そ
の
者
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
の
う
ち
最
も
長
い
時
間
を
当
該
月
に
お
け
る
そ

の
者
の
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
け
る
条
例
第
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
現
実

に
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
要
す
る
日
の
あ
つ
た
月
を
除
く
。
以
下
」
と
あ
る
の
は

「
以
下
」
と

、

す
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２９年３月２１日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
三
号

岡
山
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成２９年３月２１日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
規
則
第
十
四
号

岡
山
県
看
護
学
生
奨
学
資
金
貸
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
看
護
学
生
奨
学
資
金
貸
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
看
護
学
生
奨
学
資
金
貸
与
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
を
受
理
し
た
」
を
「
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
看
護
学
生

奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
リ
ま
で
」
を
「
チ
ま
で
」
に

「
ヌ
に
」
を
「
リ
に
」
に
改
め

「
、

、

、

ヘ
に
掲
げ
る
施
設
に
あ
つ
て
は
助
産
師
の
業
務

「

県
内
の
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い

」
、
（

て
三
年
以
上
看
護
業
務
に
従
事
し
な
い
で
、
チ
及
び
リ
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
看
護
業
務
に
従
事
し

た
と
き
を
含
む

」
及
び
ヘ
を
削
り
、
ト
を
ヘ
と
し
、
チ
を
ト
と
し
、
同
号
リ
中
「
同
条
第
四
項
」

。
）

を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
中
リ
を
チ
と
し
、
ヌ
を
リ
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
リ
ま
で
」
を

「
チ
ま
で
」
に

「
同
号
ヌ
」
を
「
同
号
リ
」
に
改
め

「

県
内
の
同
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
施

、

、
（

設
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
業
務
に
従
事
し
な
い
で
、
同
号
チ
及
び
リ
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
看
護

業
務
に
従
事
し
た
と
き
を
含
む

」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
」

。
）

に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
リ
」
を
「
チ
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
第
三
号
中
「
リ
ま
で
」
を
「
チ
ま
で
」
に

「
同
号
ヌ
」
を
「
同
号
リ
」
に
改
め
、

、

「

同
号
チ
及
び
リ
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
看
護
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
県
内
の
同

（
号
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
に
お
い
て
三
年
以
上
看
護
業
務
に
従
事
し
て
い
る
と
き
に
限
る

」
。
）

を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
の
返
還
」
の
下
に
「
に
係
る
債
務
の
履
行
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
第
一
項
第
三
号
リ

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
看
護
学
生
奨
学
資
金
貸
与
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施

行
の
日
以
後
に
貸
付
け
の
決
定
を
行
う
看
護
学
生
奨
学
資
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
貸
付
け

平成２９年３月２１日　岡山県公報　号外



の
決
定
を
行
っ
た
看
護
学
生
奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
第
八
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
の
規
定

を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平成２９年３月２１日　岡山県公報　号外



◎
岡
山
県
訓
令
第
一
号

庁

中

一

般

出

先

機

関

（

）

。

岡
山
県
職
員
服
務
規
程

昭
和
三
十
六
年
岡
山
県
訓
令
第
五
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

「

」

「

（

「

」

第
十
一
条
の
二
第
一
項
中

介
護
休
暇
を

を

介
護
休
暇

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

介
護
休
暇

と
い
う

）
を
」
に

「
介
護
休
暇
申
請
書
」
を
「
介
護
休
暇
指
定
期
間
申
出
書
」
に

「
承
認
を
受
け

。

、

、

な
け
れ
ば
」
を
「
、
指
定
期
間
（
条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
を
い
う
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ

）
の
指
定
を
申
し
出
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
介
護
休
暇
の
承

。

認
の
申
請
」
を
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
」
に

「
申
請
を
」
を
「
申
出
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三

、

項
中
「
介
護
休
暇
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
」
を
「
職
員
は
」
に

「
介
護
休
暇
の
期
間
」
を
「
指
定

、

期
間
」
に

「
職
務
復
帰
届
（
様
式
第
四
号
の
三
）
に
よ
り
」
を
「
そ
の
旨
を
」
に
改
め
、
同
項
を
同

、

条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

介
護
休
暇
の
承
認
の
申
請
は
、
指
定
期
間
の
指
定
後
に
お
い
て
、
介
護
休
暇
承
認
申
請
書
（
様
式

第
四
号
の
三
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
休
暇
の
承
認
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
介
護
時
間
）

職
員
は
、
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
介
護
時
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
介
護
時

第
十
一
条
の
三

間
」
と
い
う

）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
介
護
時
間
承
認
申
請
書
（
様
式
第
四
号
の
四
）
に

。

よ
り
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

職
員
は
、
介
護
時
間
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
又
は
当
該
期
間
の
中
途
で
介
護
時
間
を
受
け
る
必

要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
介
護
時
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
子
育
て
支
援
時
間
）

職
員
は
、
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
子
育
て
支
援
時
間
（
次
項
に
お
い
て
「
子
育
て

第
十
一
条
の
四

支
援
時
間
」
と
い
う

）
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
子
育
て
支
援
時
間
承
認
申
請
書
（
様
式
第

。

四
号
の
五
）
に
よ
り
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
十
一
条
の
二
第
二
項
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
子
育
て
支
援
時
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

平成２９年３月２１日　岡山県公報　号外



第
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
様
式
第
四
号
の
四
」
を
「
様
式
第
四
号
の
六
」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
の
二
中

「

次
の
と
お
り
承
認
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

を

介
護

休
暇

申
請

書

」

「

介
護
休
暇
指
定
期
間
申
出
書

申

に
、「

」

」
を
「

」
に
、

請
し
ま
す

申
し
出
ま
す

「

を

申
請
期
間

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で

日

（

及
び
時
間

間
の
間
で

日
時
間

）

，

」

「

指
定
を
希
望

（

）
年

月
日

年
月

日
日
間

～
す
る
期
間

に
改
め

介
護
休
暇
の

□
毎
日

時
分

時
分

（

）

～

（

）

予
定

□
そ
の
他

（

）

こ
れ
ま
で
の

前
回

年
月

日
年

月
日

日
間

～

（

）

指
定
期
間

前々
回

年
月

日
年

月
日

日
間

～

」

る
。様

式
第
四
号
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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（第十一条の二関係）様式第四号の三

参 事 ・
主管課長 総務班長 班 担 当

副 参 事

人 受付

事

参 事 ・
主務課長 班 長 班 担 当

副 参 事 課

台帳
記

課長（参事 入
所 属 長 班 長 班 担 当

・副参事）

欄 通知

介護休暇承認申請書

岡山県職員服務規程（昭和36年岡山県訓令第５号）第11条の２第３項の規定によ

り，次のとおり申請します。

年 月 日

岡山県知事 殿

所属課（室）所名

職 名

,氏 名

要介護者に 氏名 続柄 年齢

関する事項
同居 □ 同居 介護が必要と

の別 年 月 日
別居 □ 別居 なつた時期

指定期間 年 月 日から 年 月 日まで（ 回目）

（ 年 月 日付け， 第 号で指定）

申請期間及 期間 時間

び時間

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分

□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分

□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分

□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

備考
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様
式
第
四
号
の
四
を
様
式
第
四
号
の
六
と
し
、
様
式
第
四
号
の
三
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。
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（第十一条の三関係）様式第四号の四

参 事 ・
主管課長 総務班長 班 担 当

副 参 事

人 受付

事
参 事 ・

主務課長 班 長 班 担 当
副 参 事 課

台帳
記

課長（参事 入
所 属 長 班 長 班 担 当

・副参事）

欄 通知

介護時間承認申請書

岡山県職員服務規程（昭和36年岡山県訓令第５号）第11条の３第１項の規定によ
り，次のとおり申請します。

年 月 日

岡山県知事 殿

所属課（室）所名
職 名

,氏 名

要介護者に関 氏名 続柄 年齢
する事項

同居 □ 同居 介護が必要と
の別 年 月 日

別居 □ 別居 なつた時期

要介護者の状
態及び具体的
な介護の内容

介護休暇に係る指定期間の有無
□ 無・□ 有（ 年 月 日～ 年 月 日）

申請期間及び 期間 時間
時間

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分
□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分
□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分
□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

備考

人事課記入欄 上記の要介護者に係る介護時間についての連続する３年以内の期間
年 月 日～ 年 月 日
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（第十一条の四関係）様式第四号の五

参 事 ・
主管課長 総務班長 班 担 当

副 参 事

人 受付

事

参 事 ・
主務課長 班 長 班 担 当

副 参 事 課

台帳
記

課長（参事 入
所 属 長 班 長 班 担 当

・副参事）

欄 通知

子育て支援時間承認申請書

岡山県職員服務規程（昭和36年岡山県訓令第５号）第11条の４第１項の規定によ

り，次のとおり申請します。

年 月 日

岡山県知事 殿

所属課（室）所名

職 名

,氏 名

申請に係る子 氏名 続柄

に関する事項

生年月日 年 月 日生 年齢

申請期間及び 期間 時間

時間

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分

□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分

□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

年 月 日 □ 毎日 時 分～ 時 分

□ その他

～ 年 月 日 （ ） 時 分～ 時 分

配偶者の就業
□ 有 ・ □ 無

の有無

備考
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

、

、

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
職
員
服
務
規
程
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は

当
分
の
間

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
五
十
六
号

岡
山
県
土
木
関
係
手
数
料
徴
収
条
例
に
基
づ
き
知
事
が
定
め
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準

等
（
平
成
二
十
八
年
岡
山
県
告
示
第
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
一
条
中
「
別
表
第
十
七
の
備
考
、
別
表
第
十
八
の
備
考
及
び
別
表
第
十
九
の
備
考
」
を
「
同
項
第

百
七
号
イ
、
別
表
第
十
五
の
備
考
、
別
表
第
十
六
の
備
考
、
別
表
第
十
九
の
備
考
、
別
表
第
二
十
の
備

考
及
び
別
表
第
二
十
一
の
備
考
」
に

「
書
類
」
を
「
書
類
、
建
築
物
」
に
改
め
る
。

、

第
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
別
表
第
十
九
の
備
考
」
を
「
別
表
第
二
十
一
の
備
考
」
に

改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
百
一
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
三
号
」
に

「
第
八

、

」

「

」

、

「

」

条
第
一
号
イ

を

第
十
条
第
一
号
イ

に
改
め

同
項
第
二
号
中

第
二
条
第
一
項
第
百
一
号

(2)

(2)

を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
三
号
」
に

「
第
八
条
第
三
号
ロ
」
を
「
第
十
条
第
三
号
ロ
」
に

「
第
八

、

、

条
第
一
号
ロ

」
を
「
第
十
条
第
一
号
ロ

」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
第
二
条
第
一

(1)

(1)

項
第
百
五
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
十
九
の
備
考
」

を
「
別
表
第
二
十
一
の
備
考
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
百
一
号
」

を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
三
号
」
に

「
第
八
条
第
一
号
」
を
「
第
十
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第

、

三
号
及
び
第
四
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
百
五
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
七
号
」
に
改
め
、
同
条

を
第
九
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
別
表
第
十
八
の
備
考
」
を
「
別
表
第
二
十
の
備
考
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
別
表
第
十
八
の
備
考
」
を
「
別
表
第
二
十
の
備
考
」
に

「
第
二
条
第
一
項
第
百
五
号
」
を
「
第

、

二
条
第
一
項
第
百
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
十
八
の
備
考
」
を
「
別
表
第
二
十
の
備

考
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
百
一
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
百

三
号
」
に

「
第
八
条
第
二
号
」
を
「
第
十
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
第

、

二
条
第
一
項
第
百
五
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
七
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
別
表
第
十
七
の
備
考
」
を
「
別
表
第
十
九
の
備
考
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
「
別
表
第
十
七
の
備
考
」
を
「
別
表
第
十
九
の
備
考
」
に

「
第
二
条
第
一
項
第
百
五
号
」
を
「
第

、

二
条
第
一
項
第
百
七
号
」
に
改
め

「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成

、

二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
。
以
下
「
」
及
び
「
」
と
い
う

」
を
削
り
、

。
）

同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
十
七
の
備
考
」
を
「
別
表
第
十
九
の
備
考
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第

二
条
第
一
項
第
百
一
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
三
号
」
に

「
第
八
条
第
二
号
」
を
「
第
十
条
第

、
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二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
百
五
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
七
号
」
に

改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む

）
中
「
第
二
条
第
一
項
第
百
五
号
イ
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
百
七
号

。

イ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「

平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号

」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第

（

）

四
号
と
し
、
同
条
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
中
「
第
三
条
第
二
項
（
同
令
第
六
条
」
を

「
第
二
十
五
条
第
二
項
（
同
令
第
二
十
八
条
」
に
改
め

「

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

、
（

二
百
一
号
）
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ

れ
た
検
査
済
証
を
い
う
。
以
下
同
じ

」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の

。
）

一
号
を
加
え
る
。

（

）

一

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律

平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号

第
十
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
適
合
判
定
通
知
書
の
写
し
及
び
検
査
済
証
（
建
築
基
準
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
条
第
五
項
、
第
七
条
の
二
第
五
項
又
は
第
十
八
条
第
十
八
項

の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
検
査
済
証
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
写
し
（
い
ず
れ
も
当
該
申
請

。

に
係
る
建
築
物
に
係
る
も
の
に
限
る

）
。

第
四
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
別
表
第
十
五
の
備
考
及
び
別
表
第
十
六
の
備
考
の
知
事
が
定
め
る
基
準
）

条
例
別
表
第
十
五
の
備
考
及
び
別
表
第
十
六
の
備
考
の
知
事
が
定
め
る
基
準
の
う
ち
モ
デ
ル

第
六
条

建
物
法
は
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省

令
・
国
土
交
通
省
令
第
一
号
。
以
下
「
基
準
省
令
」
と
い
う

）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
定
め

。

る
基
準
と
す
る
。

２

条
例
別
表
第
十
五
の
備
考
及
び
別
表
第
十
六
の
備
考
の
知
事
が
定
め
る
基
準
の
う
ち
標
準
入
力
法

等
は
、
基
準
省
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
基
準
（
前
項
に
定
め
る
基
準
を
除
く

）
と
す

。

る
。

第
三
条
（
見
出
し
を
含
む

）
中
「
第
二
条
第
一
項
第
百
一
号
イ
及
び
第
百
三
号
イ
」
を
「
第
二
条

。

第
一
項
第
百
三
号
イ
及
び
第
百
五
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
条
例
第
二
条
第
一
項
第
百
一
号
イ
の
知
事
が
定
め
る
建
築
物
）

条
例
第
二
条
第
一
項
第
百
一
号
イ
の
知
事
が
定
め
る
建
築
物
は
、
そ
の
主
た
る
用
途
が
次
の

第
三
条

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
建
築
物
と
す
る
。

一

危
険
物
の
貯
蔵
又
は
処
理
に
供
す
る
も
の
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二

水
産
物
の
増
殖
場
又
は
養
殖
場

三

卸
売
市
場

四

火
葬
場
又
は
と
畜
場
、
汚
物
処
理
場
、
ご
み
焼
却
場
そ
の
他
の
処
理
施
設

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日岡

山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
子
」
の
下
に
「

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第

（

八
十
九
号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
当
該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に

規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審

。
）

、

、

判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る

で
あ
つ
て

当
該
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同

法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
及
び
当
該

児
童
の
親
そ
の
他
の
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に

よ
り
、
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
は
当
該
児
童
を
委
託
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
職
員
に
、
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育
里
親
に
対
す
る
も
の
と
し
て
同
法
第
二
十
七
条

第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
児
童
を
含
む
。
第
十
一
条
の
二
を
除
き
、
以
下
同

じ

」
を
加
え
る
。

。
）

第
三
条
の
四
第
一
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

当
該
請
求
に
係
る
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
子
の
う
ち
実
子
又
は
養
子
で
な
い
者
（
以

下
「
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
」
と
い
う

）
が
民
法
第
八
百
十
七
条
の
二
第

。

一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た
こ
と
（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の

審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く

）
又
は
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法
第
二
十
七

。

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の

監
護
対
象
者
等
で
な
く
な
つ
た
場
合

第
三
条
の
六
中
「
同
条
第
一
項
第
四
号
」
の
下
に
「
及
び
第
五
号
」
を
加
え
る
。

第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び

第
三
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に

「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
条

、

第
五
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。
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第
三
条
の
八
第
一
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

四

当
該
請
求
に
係
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の
監
護
対
象
者
等
が
民
法
第
八
百
十
七
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た
こ
と
（
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
の

審
判
が
確
定
し
た
場
合
を
除
く

）
又
は
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法
第
二
十
七

。

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
前
の

監
護
対
象
者
等
で
な
く
な
つ
た
場
合

第
三
条
の
八
第
二
項
中
「
第
二
条
の
三
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
介
護
を
行
う
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
制
限
の
請
求
手
続
等
）

（

。
）

第
三
条
の
九

第
三
条
の
七
及
び
第
三
条
の
八

同
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
二
項
第
二
号
を
除
く

の
規
定
は
、
条
例
第
二
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
三
条
の
七
及
び
第
三
条
の
八
中
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
の
三
第
二

項
」
と
、
第
三
条
の
七
第
一
項
中
「
第
六
十
一
条
第
二
十
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
第
二

十
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
二
十
三
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
措
置
を
講
ず

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
」
と
あ
る
の
は
「
公
務
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
」
と
、
同
条
第
三

項
中
「
措
置
を
講
ず
る
」
と
あ
る
の
は
「
公
務
の
正
常
な
運
営
を
行
う
」
と
、
第
三
条
の
八
第
一
項

第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
子
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
子
が
離
縁
又
は

養
子
縁
組
の
取
消
し
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で
な
く
な
つ
た
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護

者
と
当
該
請
求
を
し
た
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
平
成
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号
」
の
下
に
「
。
第
十
一
条
の
四
第
一
項

第
二
号
に
お
い
て
「
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う

」
を
加
え
る
。

。

第
七
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
十
号
中
「
が
生
後
満
三
年
に
達
し
な
い
生
児
」
の
下
に
「

民
法
第
八
百
十
七

（

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
又
は
配
偶
者
が
当
該
職
員
又
は
配
偶
者
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に

規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審

判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る

）
で
あ
つ
て
、
当
該
職
員
又
は
配
偶
者
が
現
に
監

。

護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に

規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
職
員
又
は
配
偶
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
生
児
及
び
当
該
生
児
の
親
そ

の
他
の
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
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第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
と
し
て
は
当
該
生
児
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

職
員
又
は
配
偶
者
に
、
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育
里
親
に
対
す
る
も
の
と
し
て
同
法
第
二
十
七
条

第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
る
生
児
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
加
え
る
。

第
十
一
条
の
二
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

介
護
休
暇
の
単
位
は
、
一
日
又
は
一
時
間
と
す
る
。

第
十
一
条
の
二
に
次
の
六
項
を
加
え
る
。

３

一
時
間
を
単
位
と
す
る
介
護
休
暇
は
、
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の

時
刻
ま
で
連
続
し
た
四
時
間
（
当
該
介
護
休
暇
と
要
介
護
者
を
異
に
す
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け

て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
四
時
間
か
ら
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て

勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
と
す
る
。

４

条
例
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
（
以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
）
の
指
定
を

希
望
す
る
職
員
は
、
期
間
の
初
日
及
び
末
日
を
任
命
権
者
に
対
し
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
申
出
に
よ
る
期
間
の
初
日

か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
（
第
八
項
に
お
い
て
「
申
出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
を
指
定
期
間
と
し
て
指

定
す
る
も
の
と
す
る
。

６

職
員
は
、
現
に
指
定
さ
れ
て
い
る
指
定
期
間
を
延
長
し
、
又
は
短
縮
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
改
め
て
指
定
期
間
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
を
希
望

す
る
期
間
の
末
日
を
任
命
権
者
に
対
し
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

任
命
権
者
は
、
職
員
か
ら
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
の
指
定
の
申
出
が
あ

つ
た
場
合
に
は
、
現
に
指
定
さ
れ
て
い
る
指
定
期
間
の
初
日
か
ら
当
該
申
出
に
係
る
末
日
ま
で
の
期

間
の
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

８

第
五
項
又
は
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
命
権
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
申
出
の
期
間
又
は
現
に

指
定
さ
れ
て
い
る
指
定
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
期
間
の
延
長
の
指
定

の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
の
当
該
申
出
に
係
る
末
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
延
長
申

出
の
期
間
」
と
い
う
。
）
の
全
期
間
に
わ
た
り
人
事
委
員
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
介
護
休
暇
を

承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
期
間
を
指
定
期
間
と
し
て
指
定

し
な
い
も
の
と
し
、
申
出
の
期
間
又
は
延
長
申
出
の
期
間
中
の
一
部
の
日
が
人
事
委
員
会
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
介
護
休
暇
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
日
で
あ
る
場
合
は
、
こ

れ
ら
の
期
間
か
ら
当
該
日
を
除
い
た
期
間
に
つ
い
て
指
定
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
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第
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
介
護
時
間
）

介
護
時
間
の
単
位
は
、
三
十
分
と
す
る
。

第
十
一
条
の
三

２

介
護
時
間
は
、
一
日
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
二

時
間
（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
若
し
く
は
条
例
第
九
条
の
四
の
規

定
に
よ
る
子
育
て
支
援
時
間
又
は
第
十
一
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
（
以
下
「
育
児

時
間
」
と
い
う

）
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
二
時
間
か
ら
当

。

該
部
分
休
業
若
し
く
は
子
育
て
支
援
時
間
又
は
育
児
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減

じ
た
時
間
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
の
時
間
で
任
命
権
者
が
承
認
を
与
え
た
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す

る
。

（
子
育
て
支
援
時
間
）

条
例
第
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に

第
十
一
条
の
四

掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
た
職
員

二

育
児
休
業
条
例
第
二
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
非
常
勤
職
員

２

子
育
て
支
援
時
間
の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
（
非
常
勤
職
員
（
育
児
休
業
の
承
認
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
非
常
勤
職
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ

）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
）
の
始
め
又
は

。

終
わ
り
に
お
い
て
、
三
十
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

育
児
時
間
又
は
介
護
時
間
を
承
認
さ
れ
て
い
る
職
員
（
非
常
勤
職
員
を
除
く

）
に
対
す
る
子
育

。

て
支
援
時
間
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
育
児
時
間
及
び
介
護
時
間
を
承

認
さ
れ
て
い
る
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。

４

非
常
勤
職
員
に
対
す
る
子
育
て
支
援
時
間
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
、
当
該
非
常
勤
職

員
に
つ
い
て
一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
か
ら
五
時
間
四
十
五
分
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な

（

、

い
範
囲
内

当
該
非
常
勤
職
員
が
育
児
時
間
又
は
介
護
時
間
を
承
認
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は

当
該
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
か
つ
、
二
時
間
か
ら
当
該
育
児
時
間
及
び
介
護
時
間
を
承
認
さ

れ
て
い
る
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
）
で
行
う
も
の
と
す
る
。

５

子
育
て
支
援
時
間
の
承
認
は
、
当
該
子
育
て
支
援
時
間
の
承
認
を
受
け
て
い
る
職
員
が
産
前
産
後

休
暇
（
第
十
一
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
を
い
う

）
の
始
期
に
達
し
、
若
し
く
は

。

、

、

出
産
し
た
場
合

休
職
若
し
く
は
停
職
の
処
分
を
受
け
た
場
合
又
は
当
該
承
認
に
係
る
子
が
死
亡
し

平成２９年３月２１日　岡山県公報　号外



若
し
く
は
当
該
職
員
の
子
で
な
く
な
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

６

任
命
権
者
は
、
子
育
て
支
援
時
間
の
承
認
を
受
け
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
承
認
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

一

当
該
承
認
に
係
る
子
を
養
育
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

当
該
承
認
に
係
る
子
以
外
の
子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
育
児

休
業
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

三

当
該
承
認
に
係
る
子
以
外
の
子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
育
児

短
時
間
勤
務
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

四

当
該
承
認
に
係
る
子
以
外
の
子
に
つ
い
て
、
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
部

分
休
業
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

五

現
に
承
認
を
受
け
て
い
る
子
育
て
支
援
時
間
の
内
容
と
異
な
る
内
容
の
子
育
て
支
援
時
間
を
承

認
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
四
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
三
（
見
出
し
を
含
む
。）
中
「
第
二
条
の
二
第
三
号
ロ
」
を
「
第
二
条
の
三
第
三
号
ロ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
親
」
を
「
親
（
当
該
子
に
つ
い
て
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ

っ
て
当
該
子
を
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
子
を
委
託
さ
れ
て
い
る
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
養

子
縁
組
里
親
」
と
い
う
。）
で
あ
る
者
及
び
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
養
育
里
親
で
あ
っ
て
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
も
の
（
当
該
子
の
親
そ
の
他
同
法
第
二
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
者
の
意
に
反
す
る
た
め
、
同

条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
限
る
。）
を
含
む
。
）」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

「
□

休
業
に
係
る
子
と
の
親
族
関
係
が
特
別
養
子
縁
組
に
よ
り
終
了
し
た

を

。

様
式
第
二
号
中
「
（養

子
縁
組
の
取
消
し
を
含
む

）
」
を
削
り
、
□

そ
の
他

（

）

」

。

「
□

休
業
に
係
る
子
と
の
親
族
関
係
が
特
別
養
子
縁
組
に
よ
り
終
了
し
た
。

□
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
の
民
法

（明
治
2
9
年
法
律
第
8
9
号

）第
8
1
7
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
請

求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
終
了
し
た

に
改
め
る
。

。

□
休
業
に
係
る
子
と
の
養
子
縁
組
が
成
立
し
な
い
ま
ま
児
童
福
祉
法

（昭
和
2
2
年
法
律
第
1
6
4
号

）第
2
7
条

第
１
項
第
３
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
解
除
さ
れ
た
。

□

そ
の
他

（

）

」

様
式
第
二
号
の
二
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日岡

山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
規
則

（
趣
旨
）こ

の
規
則
は
、
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
岡
山
県
条
例
第

第
一
条

六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う

）
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
し
必

。

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
の
申
請
手
続
）

高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
の
申
請
は
、
書
面
に
よ
り
、
高
齢
者
部
分
休
業
を
始
め
よ
う
と
す

第
二
条

る
日
の
一
月
前
ま
で
に
行
う
も
の
と
す
る

た
だ
し

条
例
第
二
条
に
定
め
る
年
齢
に
達
し
た
日

以

。

、

（

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う

）
か
ら
基
準
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
四
月
一
日

。

ま
で
の
期
間
が
一
月
に
満
た
な
い
職
員
が
、
基
準
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
期
間
内
の
日
か

ら
高
齢
者
部
分
休
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
高
齢
者
部
分
休
業
を
始
め
よ
う
と
す
る
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
、
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
休
業
時
間
の
延
長
の
申
請
手
続
）

前
条
本
文
の
規
定
は
、
休
業
時
間
の
延
長
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
条

（
承
認
の
取
消
し
又
は
休
業
時
間
の
短
縮
の
同
意
）

任
命
権
者
は
、
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
取
り
消
し
、
又
は
休
業
時
間
を
短
縮
す
る
場
合

第
四
条

は
、
書
面
に
よ
り
、
当
該
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

第
五
条

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
一
日岡

山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

義

郎

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則

昭
和
三
十
八
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

地
公
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し

な
か
つ
た
期
間
の
二
分
の
一
の
期
間

第
十
一
条
第
二
項
中
第
九
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

十
一

地
公
法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
高
齢
者
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務

し
な
か
つ
た
期
間

「

」

第
十
一
条
第
二
項
第
七
号
中

一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
い
て
勤
務
し
な
か
つ
た
日
が
九
十
日

を
「
勤
務
し
な
か
つ
た
期
間
が
三
十
日
」
に

「
期
間
」
を
「
全
期
間
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八

、

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

子
育
て
支
援
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ
た
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、

そ
の
勤
務
し
な
か
つ
た
全
期
間

第
十
一
条
第
二
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か
つ
た
期
間
が
三
十
日
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
勤

務
し
な
か
つ
た
全
期
間

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
百
分
の
百
十
二
以
上
百
分
の
百
八
十
」
を
「
百
分
の
百
五
以
上
百
分

の
百
七
十
」
に

「
百
分
の
百
三
十
八
以
上
百
分
の
二
百
二
十
」
を
「
百
分
の
百
三
十
一
以
上
百
分
の

、

二
百
十
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
百
分
の
九
十
九
・
五
以
上
百
分
の
百
十
二
」
を
「
百
分
の
九
十

三
・
五
以
上
百
分
の
百
五
」
に

「
百
分
の
百
二
十
二
・
五
以
上
百
分
の
百
三
十
八
」
を
「
百
分
の
百

、

十
六
・
五
以
上
百
分
の
百
三
十
一

に
改
め

同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中

百
分
の
八
十
七

を

百

」

、

「

」

「

分
の
八
十
二
」
に

「
百
分
の
百
七
」
を
「
百
分
の
百
二
」
に
改
め
る
。

、

第
十
三
条
の
二
第
一
項
各
号
中
「
百
分
の
四
十
二
・
五
」
を
「
百
分
の
四
十
」
に

「
百
分
の
五
十

、

二
・
五
」
を
「
百
分
の
五
十
」
に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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